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新型コロナウイルス感染拡大に伴い、各イベント共中止・延期・変更の可能性がございます。
最新情報はホームページをご確認いただくか、麻布法人会事務局迄お問合せ下さい。

https://www.azabu-hojinkai.or.jp/
TEL 03-3408-1324
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〒〒１１００６６――００００４４６６    
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新
設
法
人
説
明
会

日
時
／
８
月
22
日
13
：
30
〜
16
：
00

　
　
　
10
月
７
日
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

対
象
は
新
設
法
人
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
税
知
識
・
会
社
設
立
に
伴
う
税
務
手
続
き

を
解
説
。

源
泉
部
会 

第
３
回
研
修
会

日
時
／
９
月
21
日
14
：
00
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

「
報
酬
・
料
金
等
」	

令
和
４
年
度
第
３
回
理
事
会

日
時
／
９
月
27
日
15
：
30
〜
16
：
30

会
場
／
国
際
文
化
会
館

（
予
定
）	

決
算
法
人
説
明
会

日
時
／
９
月
28
日
13
：
30
〜
16
：
00

　
　
　
11
月
16
日
13
：
30
〜
16
：
00

会
場
／
麻
布
税
務
署　
別
館
会
議
室

決
算
期
を
迎
え
る
法
人
対
象
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
主
に
決
算
・
申
告
の
実
務
、
法

人
税
を
解
説
。
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術
は
心
を
豊
に
し
て
く
れ
ま
す
」

　
自
社
農
園
や
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
食

材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
、
イ
チ
ゴ
や

み
か
ん
の
収
穫
体
験
な
ど
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
も
行
う
。
現
在
、
敷
地
内
に
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
計
画
を
進
め
て
お
り
、
今
後
は

料
理
と
お
酒
が
自
慢
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
と

し
て
展
開
し
て
い
く
予
定
だ
。

「
ホ
テ
ル
が
建
つ
屋
形
崎（
や
か
た
ざ
き
）

は
、『
日
本
の
夕
陽
百
選
』
に
も
選
定
さ

れ
た
名
所
。
海
岸
線
を
オ
レ
ン
ジ
に
染
め

る
夕
景
の
美
し
さ
は
、
上
京
し
て
か
ら
も

想
い
出
す
、
明
日
へ
の
希
望
で
し
た
。
そ

ん
な
素
晴
ら
し
い
時
間
を
、
お
客
様
に
も

体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
農
作
物
の
生
産
、
加
工
は
東
京
農
業
大

学
の
協
力
の
も
と
に
進
め
て
い
ま
す
。『
夕

陽
ヶ
丘
ホ
テ
ル
』
で
は
加
工
製
造
・
消
費

を
、
農
業
法
人
『
カ
ロ
ー
レ
小
豆
島
』
で

は
生
産
・
加
工
製
造
を
、
東
京
港
区
の
レ

ス
ト
ラ
ン
、
セ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
消

費
を
と
、
自
社
内
で
生
産
、
製
造
、
販
売

の
す
べ
て
を
一
貫
し
て
手
が
け
る
“
小
豆

島
の
６
次
産
業
化
”を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
当
の
豊
か
さ
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え

た
と
き
、
も
う
一
度
日
本
の
よ
き
文
化
を

再
生
し
た
い
、
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た

街
づ
く
り
を
行
い
た
い
と
い
う
想
い
に
至

り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
幸
せ
な
未
来
を

約
束
で
き
る
よ
う
な
、
後
世
に
繋
が
る
事

業
が
理
念
で
す
。
港
区
で
は
“
人
に
や
さ

し
い
街
づ
く
り
”
を
。
瀬
戸
内
・
小
豆
島

で
は“
美
し
い
山
と
海
の
里
山
再
生
事
業
”

を
行
い
な
が
ら
、
港
区
と
小
豆
島
と
を
繋

ぐ
懸
け
橋
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ

ば
幸
せ
に
思
い
ま
す
」

小
豆
島
の
豊
か
な
自
然
を
守
り

地
域
活
性
化
を
目
指
す

　
「
港
区
と
瀬
戸
内
・
小
豆
島
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
魅
力
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

可
能
性
を
持
っ
た
２
つ
の
街
の
懸
け
橋
づ

く
り
こ
そ
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
」
と
語

る
笠
井
氏
。
小
豆
島
で
は
ホ
テ
ル
事
業
の

ほ
か
、
農
業
法
人
「
カ
ロ
ー
レ
小
豆
島
」、

里
山
創
生
活
動
に
も
取
り
組
む
。

「『
オ
リ
ビ
ア
ン
小
豆
島
夕
陽
ヶ
丘
ホ
テ

ル
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、“
親
子
３
代
が

楽
し
め
る
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
”
で
す
。
私

た
ち
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と

っ
て
、
主
役
は
孫
な
ん
で
す
ね
。
孫
の
楽

し
そ
う
な
笑
顔
を
見
て
笑
い
声
を
聞
く

と
、
娘
や
息
子
た
ち
も
い
い
家
庭
を
築
い

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
安
心
で
き
る
。

食
は
子
供
た
ち
の
身
体
を
育
て
、
文
化
芸

っ
た
港
区
と
故
郷
小
豆
島
に
恩
返
し
が
し

た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
浜
松
町
の
街
の

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
小
豆
島
に
由
来
す
る

食
の
拠
点
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

“
カ
ー
サ
”
は
家
を
意
味
し
、
大
都
会
の

喧
騒
の
中
で
も
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
、
日
光
東

照
宮
の
記
念
杉
と
小
豆
島
の
名
産
で
あ
る

石
を
生
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
で
す
。
毎
月

25
日
に
瀬
戸
の
詩
ご
よ
み
“
ハ
ウ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
”
を
開
催
し
、
瀬
戸
内
に
縁
の
あ

る
音
楽
家
た
ち
の
活
躍
の
場
に
な
っ
て
い

ま
す
」

　
２
０
２
２
年
７
月
に
は
浜
松
町
に
レ
ス

ト
ラ
ン
、
ベ
ー
カ
リ
ー
、
バ
ー
を
備
え
た

「
夕
陽
ヶ
丘
食
堂
」
と
全
40
室
の
「
ホ
テ

ル
リ
ラ
サ
ー
レ
東
京
」
を
開
業
。
瀬
戸
内

の
産
品
を
扱
う「
ポ
ン
テ
せ
と
う
み
」は
、

今
年
４
周
年
を
迎
え
る
。

よ
う
か
と
考
え
た
と
き
、
私
の
胸
に
浮
か

ん
だ
の
は
故
郷
・
小
豆
島
の
美
し
い
風
景

で
し
た
。
瀬
戸
内
の
豊
か
な
自
然
が
育
む

海
の
幸
、
山
の
幸
。
そ
れ
を
生
か
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
は
ど
う
だ
ろ
う
と
。
や
っ
て
み

る
と
楽
し
く
て
。
お
金
儲
け
に
は
繋
が
ら

な
く
て
も
、
お
客
様
か
ら
笑
顔
を
い
た
だ

け
る
幸
せ
は
な
に
も
の
に
も
か
え
難
く
、

前
職
と
は
ま
た
違
う
世
界
の
発
見
で
し
た
」

　
「
カ
ー
サ
瀬
戸
内
」
は
小
豆
島
の
旬
の

野
菜
や
果
物
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
。

「
鉄
板
焼
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
」
は
都
内
で
唯
一
、

オ
リ
ー
ブ
牛
鉄
板
焼
を
提
供
す
る
。
オ
リ

ー
ブ
牛
は
、
日
本
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
発
祥

の
地
で
あ
る
小
豆
島
の
温
暖
な
気
候
風
土

の
中
、
島
産
の
オ
リ
ー
ブ
の
搾
り
果
実
を

与
え
育
て
た
プ
レ
ミ
ア
ム
黒
毛
和
牛
だ
。

「
第
二
の
人
生
で
は
、
長
年
お
世
話
に
な

せ
と
う
ち
の
豊
か
な「
食
」で

浜
松
町
の
街
を
彩
る

　　
文
化
芸
術
と
食
と
宿
を
基
幹
に
、
浜
松

町
と
小
豆
島
を
繋
ぎ
、
多
彩
な
事
業
を
展

開
す
る
カ
サ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
代
表
取
締
役
・
笠
井
寛
氏
。
小
豆
島

で
「
オ
リ
ビ
ア
ン
小
豆
島
夕
陽
ヶ
丘
ホ
テ

ル
」、農
業
法
人「
カ
ロ
ー
レ
小
豆
島
」を
。

浜
松
町
で
レ
ス
ト
ラ
ン「
カ
ー
サ
瀬
戸
内
」

「
鉄
板
焼
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
」「
夕
陽
ヶ
丘
食
堂
」、

「
ホ
テ
ル
リ
ラ
サ
ー
レ
東
京
」、
セ
レ
ク
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ポ
ン
テ
せ
と
う
み
」
を
運

営
し
、
小
豆
島
と
浜
松
町
を
繋
ぎ
た
い
。

「
小
豆
島
の
土
庄
町
の
生
ま
れ
で
す
。
浜

松
町
内
に
勤
め
た
の
ち
、
昭
和
52
年
、
30

歳
の
時
に
独
立
。
浜
松
町
の
地
で
笠
井
設

計
株
式
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
以
来
、

浜
松
町
・
大
門
の
地
に
こ
だ
わ
り
、
街
づ

く
り
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

創
業
当
時
は
知
名
度
も
資
金
力
も
な

い
小
さ
な
会
社
で
し
た
の
で
、
こ
の

街
の
た
め
に
お
役
に
立
て
る
こ
と
は

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
や
ろ
う
、

こ
の
地
域
に
生
か
さ
れ
る
企
業
を
目

指
そ
う
と
い
う
想
い
で
、
浜
松
町
・

大
門
の
地
か
ら
一
歩
も
離
れ
る
こ
と

な
く
、
営
み
を
続
け
ま
し
た
。

　
浜
松
町
は
空
、
海
、
陸
の
交
通
の

要
所
。
世
の
中
の
流
れ
の
中
で
地
域

と
め
ぐ
り
逢
い
、
恵
ま
れ
た
と
思
い

ま
す
。
60
歳
の
と
き
に
息
子
に
事
業

を
継
承
す
る
と
決
め
、
創
立
35
周
年

に
あ
た
る
平
成
24
年
、
65
歳
で
経
営

の
バ
ト
ン
を
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
ど
う
生
き

「港区と小豆島を繋ぐ懸け橋づくり」を理念に、浜松町でレストラン、セレクト
マーケットを運営。小豆島でホテル、農業法人（里山再生事業）を手掛けるカサ
イホールディングス株式会社代表取締役・笠井寛氏。自身のルーツである瀬戸
内・小豆島への想いと港区での事業、これからの展望について伺った。

笠
井
寛
氏

カ
サ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

▪笠井　寛（かさい　ひろし）プロフィール

1947（昭和22）年、香川県小豆島生まれ。カサイホールディング
ス株式会社代表取締役。1977年、港区浜松町で笠井設計株式会
社を設立。浜松町・大門地区にこだわり、幅広く不動産事業を展
開する。65歳を機に経営を次代に譲り、カサイホールディング
スでの事業をスタート。「浜松町・大門を含む港区とわが故郷・
小豆島を結ぶ懸け橋づくり」を理念に、レストラン、ホテル、物
販、農業や里山再生事業を手掛ける。子供たちに豊かな未来を残
すための文化、芸術、スポーツ支援事業にも力を注ぐ。小豆島・
港区少年スポーツ交流主宰、MINATOシティハーフマラソン実行
委員会　委員長、みなと広域地域連繋協議会代表理事。

取材：吉田眞紀子、前畑隆之／文責：池上薫　
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六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
裏
手
、
テ
レ
ビ
朝
日

通
り
に
面
し
た
ビ
ル
の
２
階
に
佇
む
「
ウ

ッ
ド
・
ス
プ
ー
ン
」
は
、
フ
レ
ン
チ
や
イ

タ
リ
ア
ン
を
ベ
ー
ス
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

洋
食
が
評
判
の
隠
れ
家
的
な
レ
ス
ト
ラ

ン
。コ
ス
パ
の
高
い
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
や
、

厳
選
食
材
を
用
い
た
夜
の
お
ま
か
せ
コ
ー

ス
を
目
当
て
に
長
年
通
う
常
連
客
が
多

い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
は
、
冷
凍
総
菜

の
通
販
な
ど
も
手
が
け
、
よ
う
や
く
客
足

が
戻
り
始
め
た
今
春
か
ら
は
夜
の
メ
ニ
ュ

ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。『
洋
食
薬
膳
』
と

い
う
、新
し
い
試
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

専
門
家
に
相
談
も
で
き
る

新
ス
タ
イ
ル
の
薬
膳
を
提
供

　

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
小
島
明
広
氏
は
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
本
格
的
な
フ

ラ
ン
ス
料
理
を
学
び
、
学
芸
大
学
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
20
年
腕
を
振
る
っ
た
後
、
２
０

０
７
年
に
現
在
の
場
所
に
店
を
構
え
た
。

「
六
本
木
に
移
っ
て
15
年
に
な
り
ま
す

が
、
以
前
の
店
と
は
客
層
が
ガ
ラ
リ
と
変

わ
り
ま
し
た
。
今
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
中

心
で
す
が
、
料
理
を
出
す
と
“
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
”
と
、
皆
さ
ん
仰
っ
て
く

れ
る
の
が
、
最
初
は
衝
撃
で
し
た（
笑
）。

そ
れ
ま
で
、
あ
ま
り
言
わ
れ
慣
れ
て
な
か

っ
た
の
で
、
印
象
的
で
し
た
ね
」

　
ス
キ
ー
場
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
と
い
う
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
店
内
で
提
供
す
る
料
理
は
、

フ
レ
ン
チ
と
イ
タ
リ
ア
ン
を
軸
に
し
て
い

る
が
、
ラ
ン
チ
に
関
し
て
は
、
毎
日
通
う

昔
か
ら
の
常
連
が
多
い
た
め
、
和
洋
中
を

取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
日
替
り
で
用
意

し
て
い
る
。
夜
は
、
基
本
的
に
お
ま
か
せ

ス
タ
イ
ル
で
、
客
の
顔
を
見
て
、
食
材
や

味
付
け
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
コ
ー
ス

で
提
供
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、
４
月
か
ら

メ
ニ
ュ
ー
を
一
新
。
洋
食
薬
膳
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
き
っ
か
け
を
伺
っ
て
み
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
世
の
中
が
健
康
を
求
め

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
た
ま
た
ま

後
輩
か
ら
チ
キ
ン
の
専
門
店
を
や
り
た
い

と
相
談
を
受
け
た
と
き
に
、
こ
れ
か
ら
新

し
い
料
理
を
始
め
る
な
ら
薬
膳
が
い
い
の

で
は
と
、
突
然
閃
い
た
の
で
す
。
今
ま
で

薬
膳
料
理
と
い
え
ば
、
和
食
や
中
華
が
メ

イ
ン
で
、
火
鍋
や
薬
膳
カ
レ
ー
は
た
く
さ

ん
あ
る
け
ど
、
洋
食
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
し
、
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
そ

れ
な
ら
、
店
に
薬
膳
の
専
門
家
が
い
て
、

相
談
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
面
白
い
な

と
思
っ
た
の
で
す
」

　

さ
っ
そ
く
リ
サ
ー
チ
を
始
め
た
と
こ

ろ
、
友
人
の
紹
介
で
国
際
薬
膳
茶
師
の
方

と
出
会
い
、
そ
こ
か
ら
薬
膳
の
勉
強
を
始

め
た
の
だ
そ
う
。

滋
味
豊
か
な
旬
の
食
材
の
力
で

病
気
に
な
り
に
く
い
体
を
作
る

　
ひ
と
口
に
薬
膳
と
言
っ
て
も
、
特
別
な

食
材
を
使
う
わ
け
で
は
な
く
、
季
節
の
い

ち
ば
ん
い
い
状
態
の
食
材
か
ら
元
気
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
、
未
病
の
体
質
へ

と
改
善
し
て
い
く
の
が
基
本
の
考
え
方
だ

そ
う
で
、
メ
ニ
ュ
ー
は
年
５
回
、
季
節
ご

と
に
入
れ
替
わ
る
。
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス

メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
く
、
季
節
の
ア
ペ
タ
イ

ザ
ー
、
サ
ラ
ダ
ま
た
は
ス
ー
プ
、
リ
ゾ
ッ

ト
・
パ
ス
タ
ま
た
は
ピ
ザ
、
メ
イ
ン
（
肉

ま
た
は
魚
）
の
各
ジ
ャ
ン
ル
７
～
８
種
類

か
ら
好
き
な
料
理
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
プ
リ
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ス
タ
イ
ル

で
、
３
品
５
千
円
～
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
豊
富
な
の
で
、
シ
ー
ズ
ン
中
に
何
度
リ

ピ
ー
ト
し
て
も
飽
き
る
心
配
は
な
い
。
評

判
も
上
々
で
、
長
野
か
ら
３
回
訪
れ
た
フ

ァ
ン
も
い
る
そ
う
。

40
年
の
洋
食
キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し

グ
ル
メ
も
垂
涎
の
薬
膳
に
昇
華

「
薬
膳
は
、
食
材
の
組
み
合
わ
せ
が
最
も

大
事
で
す
。
最
初
に
薬
膳
師
の
先
生
か
ら

そ
の
時
季
お
す
す
め
の
食
材
を
提
案

し
て
も
ら
い
、
他
に
使
い
た
い
食
材

と
合
わ
せ
て
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア

ン
に
仕
立
て
る
わ
け
で
す
が
、
た
と

え
ば
、
体
を
冷
や
す
食
材
ば
か
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
使
用
す
る
食
材

の
働
き
を
す
べ
て
調
べ
て
も
ら
っ

て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
メ
ニ
ュ
ー
を
作

っ
て
い
ま
す
」

　
春
の
メ
ニ
ュ
ー
の
一
例
に
は
、
気

持
ち
穏
や
か
“
温
野
菜
の
サ
ラ
ダ 

な
つ
め
と
山
査
子
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
”、

い
つ
で
も
飲
み
た
い
“
山
芋
と
黒
ゴ
マ
の

ス
ー
プ
”、
補
血
に
“
レ
バ
カ
ツ 

赤
ワ
イ

ン
ソ
ー
ス
”、
む
く
み
解
消
“
ハ
ト
ム
ギ

と
小
海
老
の
薬
膳
コ
ロ
ッ
ケ 

カ
レ
ー
ソ

ー
ス
”
と
い
っ
た
、
従
来
の
薬
膳
料
理
の

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
料
理
が
並
び
、
薬

膳
師
が
在
店
す
る
場
合
は
、
メ
ニ
ュ
ー
選

び
の
相
談
や
、
体
質
に
合
っ
た
薬
膳
茶
を

提
供
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
元
々
、
塩
や

油
は
極
力
使
わ
ず
、
肉
や
魚
を
シ
ン
プ
ル

に
焼
く
調
理
を
得
意
と
し
て
い
た
シ
ェ
フ

だ
が
、「
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
け
ど
面
白
い
」
と
、
す
っ
か
り
薬

膳
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
よ
う
。

「
不
調
を
感
じ
た
ら
、
あ
の
店
に
相
談
し

に
行
こ
う
と
、思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
を
元
気
に
し
た
い
。
そ
れ

が
、
今
い
ち
ば
ん
や
り
た
い
こ
と
で
す
」

　
薬
膳
茶
や
薬
膳
ス
ー
プ
は
お
取
り
寄
せ

も
可
能
で
、
今
後
は
薬
膳
料
理
の
通
販
メ

ニ
ュ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

※
薬
膳
デ
ィ
ナ
ー
は
前
日
ま
で
に
要
予
約
。

中医薬膳茶師の監修を基にした
美味しくて体が整う「洋食薬膳」を新展開
Wood Spoon（ウッド・スプーン）
TEL：03－3475－5132
http://www.wood-spoon.com
お店の味を、おうちで楽しもう。ONLINE STORE OPEN
https://woodspoon0302.wixsite.com/online

“創造と共生”をテーマに
持続可能な街づくりを目指す
株式会社マックスプラン
一級建築士事務所
TEL：03－6435－4297
https://www.maxplan.jp/ 

企

業

訪

問

オーナーシェフ　
ホテルニューオータニで
フランス料理を学び、学
芸大学のレストランで20
年腕を振るった後、2007
年現在の〈六本木6-15-
19六本木アームス2F〉 
にWood Spoonを オ ー
プン。

小島 明広
こじま　あきひろ

京都造形芸術大学大学院環
境デザイン修士課程修了
１級建築士　宅地建物取引
士　インテリアコーディネ
ーター　米国不動産投資コ
ンサルタント　CIPS
2000年 世田谷区用賀でリ
フォーム屋、マックスプラ
ンとして営業開始
2002年 株式会社マックス
プラン設立 
2005年 ２級建築士事務所
開始
2012年 本店を世田谷区三
軒茶屋に移転
2014年 本店を世田谷区三
軒茶屋から港区麻布十番に
移転
2016年 一級建築士事務所
開始。港区街づくりコンサ
ルタントとして登録
2019年4月より「麻布地区
政策分科会」参加
2020年 MAXPLAN
   　　　AZABU10 竣工
2021年 SHARE M-10 
コワークングスペース運営
現在に至る

中村 鈴子
なかむら　すずこ

企

業

訪

問

取材：志賀律子、内田泰介／文責：秋山美英取材：齊藤将彦、田中博尊／文責：秋山美英

MAX PLAN AZABU10

SHARE M-10

　
麻
布
十
番
駅
4
番
出
口
を
上
が
る
と
、

一
の
橋
交
差
点
の
角
地
に
ひ
と
き
わ
目
を

引
く
ビ
ル
が
現
れ
る
。
Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ　

Ａ
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｕ
10
ビ
ル
は
、
世
界
的
建
築
家

隈
研
吾
氏
が
設
計
を
担
当
し
、
２
０
２
０

年
10
月
に
誕
生
し
た
。
9
階
建
て
の
ビ
ル

の
中
に
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

レ
ン
タ
ル
会
議
室
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
し
た
施
設
を
備
え
、
古
い
歴
史

と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
洗
練
を
併
せ

持
つ
麻
布
十
番
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

街
を
照
ら
す
灯
と
な
る

新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

　
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
中
村
鈴
子
氏
は
、
一

級
建
築
士
事
務
所
「
株
式
会
社
マ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ン
」
の
代
表
取
締
役
で
、
自
身
も
建

築
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
２
０
０
０

年
に
リ
フ
ォ
ー
ム
会
社
を
世
田
谷
区
用
賀

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
角
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

２
０
２
０
年
に
は
麻
布
十
番
に
自
社
ビ
ル

を
構
え
る
ま
で
に
成
長
を
遂
げ
た
。

「
創
業
当
初
は
リ
フ
ォ
ー
ム
が
専
門
で
し

た
が
、
現
在
は
土
地
取
得
か
ら
設
計
、
施

工
、
引
き
渡
し
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
家

づ
く
り
を
手
が
け
て
い
ま
す
。建
築
事
業
、

不
動
産
事
業
、
開
発
事
業
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
を
４
つ
の
柱
に
し
て
い
ま
す
」

　
麻
布
十
番
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
銘
打

ち
、
約
10
年
が
か
り
で
完
成
し
た
Ｍ
Ａ
Ｘ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ　
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｕ
10
ビ
ル
は
、
こ

の
地
で
不
動
産
業
を
営
ん
で
い
た
両
親
か

ら
受
け
継
い
だ
築
60
年
を
超
え
る
老
朽
化

し
た
ビ
ル
の
再
生
事
業
だ
っ
た
そ
う
。

「
一
の
橋
交
差
点
と
い
う
目
立
つ
場
所
な

の
で
、
街
の
ア
イ
コ
ン
と
な
る
よ
う
な
個

性
的
な
建
物
に
し
た
い
と
考
え
、
設
計
を

隈
研
吾
氏
に
依
頼
し
ま
し
た
」

活
気
あ
る
街
に
相
応
し
い

「
ゆ
ら
ぎ
」を
表
現

　
麻
布
十
番
商
店
街
に
直
結
す
る
地
下
鉄

の
駅
に
面
し
、
大
勢
の
人
や
車
が
行
き
交

う
一
の
橋
交
差
点
。
頭
上
に
は
３
線
の
高

速
道
路
が
交
差
し
、
眼
下
に
は
古
川
が
緩

や
か
に
流
れ
て
い
る
。

「
ビ
ル
の
周
辺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
や
人

が
動
き
、
絶
え
間
な
く
ゆ
ら
め
い
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
こ
の
街

ら
し
い
“
ゆ
ら
ぎ
”
の
あ
る
シ
ン
ボ
ル
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
と
隈
氏
か
ら
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
個
性
的
な
外
観
は
、
厚
み

や
高
さ
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
の
異
な
る
パ
ネ

ル
を
組
み
合
わ
せ
て
街
の
多
様
さ
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
表
現
し
て
い
ま
す
」

　
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
約
１
／
４
の

軽
軽
量
気
泡
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ａ
Ｌ
Ｃ
を
採

用
し
、
窓
に
は
紫
外
線
を
カ
ッ
ト
し
て
室

内
へ
の
遮
熱
性
能
を
強
化
し
た
複
層
ガ
ラ

ス
を
使
用
。
建
物
へ
の
負
担
が
少
な
く
、

運
搬
や
取
り
付
け
が
楽
な
う
え
耐
火
性
に

も
優
れ
た
素
材
を
使
う
こ
と
で
、
安
全
性

や
環
境
へ
配
慮
し
た
ビ
ル
が
完
成
し
た
。

地
元
の
人
が
気
軽
に
使
え
る

シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
を
展
開

　
１
階
は
サ
ラ
ダ
専
門
店
、
２
階
・
３
階

は
自
社
が
経
営
す
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
と
貸
会
議
室
「
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ　
Ｍ

－

10
」、
４
階
は
ヘ
ッ
ド
ス
パ
、
５
階
は
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
６
階
・
７
階
は
事
務
所
、
８

階
・
９
階
は
鉄
板
焼
レ
ス
ト
ラ
ン
と
バ
ー

が
入
店
。
最
上
階
に
は
、
東
京
タ
ワ
ー
や

六
本
木
ヒ
ル
ズ
な
ど
を
一
望
で
き
る
テ
ラ

ス
も
あ
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
増
え
る
中
、

カ
フ
ェ
の
よ
う
に
使
え
る
レ
ン
タ
ル
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
を
作
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　
２
階
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
16

席
。
天
井
の
ダ
ク
ト
を
敢
え
て
む
き
出
し

の
ま
ま
見
せ
る
開
放
感
の
あ
る
空
間
で
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
代
わ
り
に
大
き
な
植

栽
を
自
由
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
目
隠
し

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
壁
面
は

ス
ク
リ
ー
ン
に
な
る
の
で
、
た
と
え
ば
映

像
を
観
る
会
や
ワ
イ
ン
会
な
ど
に
貸
切
り

で
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
だ
そ
う
。
フ
リ

ー
ド
リ
ン
ク
が
付
い
て
30
分
３
０
０
円
か

ら
気
軽
に
利
用
で
き
る
の
で
、
隙
間
時
間

に
ひ
と
息
つ
く
も
よ
し
、
個
人
オ
フ
ィ
ス

と
し
て
定
額
で
利
用
す
る
も
よ
し
、
幅
広

い
用
途
に
使
え
る
の
が
魅
力
だ
。
一
方
、

３
階
の
貸
会
議
室
は
３
名
～
８
名
ま
で
大

小
３
室
と
個
室
２
室
が
用
意
さ
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
や
高
速
Ｗ
ｉ

－Ｆ
ｉ
も
完
備
。

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
制
で
事
前
決
済
、
入
退

出
フ
リ
ー
の
ス
マ
ー
ト
キ
ー
を
発
行
し
、

使
い
勝
手
の
よ
さ
を
追
求
し
て
い
る
。

「
各
階
を
テ
ナ
ン
ト
の
ぶ
つ
切
り
に
は
し

た
く
な
く
て
、
空
間
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と

で
皆
が
繋
が
っ
て
何
か
を
創
造
し
て
い
く
、

ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
よ
う
な
ビ
ル

に
な
れ
ば
と
」

　
単
に
建
物
と
い
う
箱
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
社
会
と
個
人
が
共
振
し
あ
っ
て
、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
。
こ
の

ビ
ル
に
は
「
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
」
が
目
指

す
、
持
続
可
能
な
街
づ
く
り
へ
の
熱
い
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

野菜のテリーヌ

馬肉のカルパッチョ
woodspoon HP
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弦
巻
充
樹
監
事
か
ら
決
算
報
告
書
が
適
正
で
あ
る
旨
の

監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
採
決

の
結
果
、
第
一
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
、

総
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
午
後
５
時
30
分
よ
り
、
株
式
会
社
サ
ン
リ
オ

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
代
表
取
締
役
社
長　

小
巻
亜
矢

氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

演
題
と
な
っ
た
「
サ
ン
リ
オ
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
再
生

の
プ
ロ
セ
ス　

～
人
づ
く
り
と
パ
ー
パ
ス
ド
リ
ブ
ン
の

経
営
～
」
に
つ
い
て
、
小
巻
様
よ
り
「
会
社
の
パ
ー
パ

ス
（
経
営
理
念
）
で
あ
る
〝
み
ん
な
な
か
よ
く
＂
と
、

何
の
た
め
に
こ
こ
で
働
く
の
か
と
い
う
一
人
ひ
と
り
の

パ
ー
パ
ス
を
、
対
話
に
よ
っ
て
融
合
し
深
め
る
。
更
に

一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
会
社
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い

く
。」
と
い
っ
た
内
容
を
、
事
例
及
び
社
員
の
方
々
へ

の
思
い
と
共
に
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

＊
感
染
状
況
に
鑑
み
、
今
年
も
懇
親
会
は
中
止
と
な

り
ま
し
た

総
務
委
員　

平
野
浩
一
郎

　

令
和
４
年
６
月
17
日
午
後
４
時
30
分
よ
り
明
治
記
念

館
「
曙
の
間
」
に
お
い
て
、
公
益
社
団
法
人
麻
布
法
人

会
第
11
回
通
常
総
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
を
実
施
の
上
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
多

数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
麻
布
税
務
署
署
長　

渡
邊
曻
様
、
東
京
都
港
都
税
事
務
所
所
長　

福
留
敬
一

様
よ
り
御
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
司
会
の
角
張
敏
郎
会
員
よ
り
、
正
会
員
の
出

席
及
び
委
任
状
の
提
出
（
正
会
員
１
，
５
７
３
社
の
う

ち
、
出
席
会
員
66
社
・
委
任
状
提
出
会
員
８
１
７
社
、

出
席
率
56
．
１
％
）
を
も
っ
て
通
常
総
会
が
有
効
に
成

立
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
開
会
が
宣
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
に
あ
た
り
稲
葉
秀
一
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
定
款
第
14
条
に
基
づ
き
総
会
議
長
に
稲
葉
会
長
が
指

名
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
に
は
齋
藤
竹
雄
会
員
、
吉
田

眞
紀
子
会
員
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
の
う
ち
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
由
紀
子

総
務
委
員
長
か
ら 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
、
及
び 

令
和
３
年
度
事
業
報
告 

が
な
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
議
案
で

あ
る 

令
和
３
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
及
び
監
査
報

告 

の
う
ち
、
渡
邉
委
員
長
か
ら
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
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活動
報告

　
２
０
２
２
年
５
月
９
日
に
明
治
記
念
館
「
曙
の
間
」
に
お
い
て
、
ア
パ

ホ
テ
ル
株
式
会
社
取
締
役
社
長
の
元
谷
芙
美
子
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
納
税
か
ら
世
界
情
勢
、
投
資
に
至
る
ま
で
幅
広
く
、
日
本
の
将
来

の
た
め
に
観
光
業
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
社
長
を
27
年
間

継
続
さ
れ
、
現
在
は
ホ
テ
ル
数
６
９
０
棟
10
万
５
９
７
６
室
ま
で
に
成
長

し
て
い
る
法
人
経
営
者
か
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
話
題
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
納
税
に
つ
い
て
元
谷
社
長
は
、「
社
会
貢
献
で
あ
り
、
ゼ
ロ

か
ら
始
め
、
需
要
を
起
こ
し
雇
用
を
作
っ
て
守
り
、
し
っ
か
り
と
利
益
を

出
し
黒
字
に
し
続
け
て
納
税
の
義
務
を
果
た
す
。
そ
れ
を
継
続
す
る
の
が

社
長
の
使
命
だ
」
と
の
考
え
方
を
繰
り
返
し
語
ら
れ
、
さ
ら
に
は
日
本
の

安
全
保
障
へ
の
危
機
感
、
台
湾
海
峡
の
危
機
が
日
本
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
の
ご
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
演
歌
歌
手
と
し
て
３
枚
目
の
Ｃ
Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
さ
れ
自
身
が

作
詞
さ
れ
た
歌
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
来
場
さ
れ
た
参
加
者
に
は
社
長
か

ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
著
書
『
強
運
』、
ア
パ
社
長
ブ
ラ
ン
ド
『
ア
パ
社

長
カ
レ
ー
』
等
、
多
く
の
お
土
産
を
ご
用
意
い
た
だ
き
参
加
者
全
員
に
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
益
事
業
委
員　
齊
藤
将
彦

公
益
事
業
委
員
会

企業向けセミナー
『私が社長です。』

アパホテル元谷芙美子社長講演会
令和４年５月９日　明治記念館

税理士　渡辺 由紀子

自宅を
どう分割するか

自
宅
の
土
地
の
簡
易
計
算

　
ま
ず
自
宅
の
周
辺
の
住
宅
地
図
を
用
意
し
ま
す
。
地
図
を
頼
り
に
路
線
価
図
か
ら
自
宅
の
場

所
を
探
し
出
し
、
自
宅
が
接
し
て
い
る
道
路
の
路
線
価
が
い
く
ら
な
の
か
確
認
し
ま
す
。

※
路
線
価
図　
財
産
評
価
基
準
書　
国
税
庁 (nta.go.jp)

　
次
に
敷
地
面
積
の
確
認
の
た
め
に
、
自
宅
の
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い

る
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
を
用
意
し
ま
す
。
明
細
を
よ
く
見
て
み
る
と
土
地
の
敷
地
面
積

（
㎡
）
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
自
宅
の
敷
地
が
一
筆
で
な
い
場
合
は
、
す
べ
て
の
筆
を
合
計

し
た
も
の
を
自
宅
の
敷
地
面
積
と
し
ま
す
。

簡
易
計
算
：　
路
線
価
×
敷
地
面
積
＝
自
宅
の
土
地
の
相
続
税
評
価
額

※
本
来
の
評
価
は
複
雑
な
の
で
参
考
値
と
捉
え
て
く
だ
さ
い

家
屋
の
相
続
税
評
価
額

　
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
に
評
価
額
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
価
額

が
家
屋
の
評
価
額
と
な
り
ま
す
。

主
な
相
続
財
産
が
自
宅
の
場
合

　
主
な
相
続
財
産
が
自
宅
の
場
合
、
相
続
で
気
に
な
る
の
は
遺
産
分
割

で
す
。

　
子
供
が
１
人
の
場
合
は
特
に
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
２
人
以
上

い
る
ケ
ー
ス
で
は
事
前
に
分
割
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
兄
弟
の
う
ち
誰
か
が
同
居
し
て
い
る
場
合
、
誰
が
自
宅
を
相
続
す

る
か
に
よ
っ
て
、
同
居
し
て
い
る
人
が
転
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可

能
性
も
出
て
く
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
場
合
の
解
決
策
と
し
て
は
、

①
自
宅
を
売
却
し
て
分
割
す
る

②
自
宅
を
相
続
す
る
人
が
何
か
別
の
財
産
を
代
償
と
し
て
他
の
相
続
人

に
支
払
う

と
い
っ
た
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
相
続
人
の
う
ち
の
誰
か
が
被
相
続
人
の
自
宅
に
住
ん
で
い
て
も
、
自

宅
を
相
続
人
全
員
の
共
有
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
分
割
も
見
ら
れ
ま

す
。
相
続
人
の
相
続
の
際
に
ど
う
す
る
か
、
固
定
資
産
税
の
納
税
や
家

の
管
理
を
考
え
る
と
い
ず
れ
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
平
成
22
年
の
税
制
改
正
前
は
、
居
住
用
宅
地
を
配
偶
者
と
居
住

し
な
い
子
が
共
同
で
相
続
し
た
場
合
、
80
％
減
額
の
対
象
と
な
る
の
は

配
偶
者
の
持
分
だ
け
で
は
な
く
、
居
住
し
な
い
子
の
持
分
に
つ
い
て
も

80
％
減
額
の
適
用
が
あ
り
ま
し
た
の
で
先
に
記
載
し
た
問
題
を
度
外
視

し
て
節
税
と
い
う
観
点
か
ら
配
偶
者
と
子
供
た
ち
が
共
有
で
相
続
す
る

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

自
宅
を
ど
う
分
割
す
る
か

　
単
独
所
有
の
自
宅
の
遺
産
分
割
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
、
ま
た
一

次
相
続
で
共
有
と
し
た
自
宅
を
二
次
相
続
で
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
、

大
き
な
問
題
と
な
ら
な
い
よ
う
事
前
に
検
討
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

例：図の中の数字は千円単位なので
「155」と記載されているのは
155,000円と読みます。

「矢印から矢印までの範囲は路線価が
155,000円」という意味です。
自宅の敷地面積が300㎡だとすると、
自宅の相続税評価額は
155,000円×300㎡＝46,500,000円
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コ
ロ
ナ
と
い
う
魔
物
の
影
が
少
し
薄
ら
い
で
、
39
名
様
の
参
加
に
て
開
催
す
る

こ
と
の
で
き
た
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
報
告
会
・
講
演
会
。
女
性
部
会
に
男
性
演
者
！

ち
ょ
っ
と
新
鮮
な
新
た
な
風
を
…
月
刊
ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｙ
ｕ
元
編
集
長　
町
田
成
一
氏

を
お
迎
え
し
て
の
ひ
と
時
で
し
た
。“
ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｙ
ｕ
”
の
基
軸
は
男
子
厨
房
に

入
る
と
い
う
こ
と
。
禁
断
と
さ
れ
て
い
た
テ
リ
ト
リ
ー
、男
子
厨
房
に
入
ら
ず
に
、

真
向
か
ら
反
抗
す
る
月
刊
誌
（
創
刊
１
９
９
０
／
12
）。
当
初
は
賛
否
両
論
あ
り
、

不
振
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
テ
ー
マ
が
30
年
以
上
も
続
き
、
今
も
当
初
の
意
図
を
発
信
し

続
け
て
い
る
。「
な
ぜ
、
続
い
て
い
る
の
か
」、
そ
の
理
由
は
、
創
刊
当
時
か
ら
の

変
わ
ら
ぬ
方
針
「
本
物
・
本
格
を
伝
え
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
通
し
て
い

る
点
。「
い
か
に
本
物
を
伝
え
る
か
？
」
そ
れ
は
、
女
性
目
線
の
厨
房
で
は
な
く
、

男
性
目
線
の
厨
房
を
語
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
今
、
取
り
組
ん
で
い
る
事
は
“
テ

ス
ト
ス
テ
ロ
ン
＝
ホ
ル
モ
ン
の
一
つ
”
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
。
そ
の
真
意
は
、「
女

性
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
自
分
な
り
の
活
躍
出
来
る
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
る
本
能
を

も
っ
て
い
る
」
が
、「
男
性
は
持
ち
場
所
を
あ
た
え
ら
れ
な
い
と
力
が
発
揮
で
き

な
い
本
能
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
。
厨
房
は
女
性
だ

け
の
物
で
は
な
く
、
男
女
が
共
存
し
、
お

互
い
の
良
さ
を
生
か
し
合
う
場
所
で
あ

り
、
そ
の
中
で
不
可
欠
な
明
る
く
元
気
な

生
活
を
し
て
い
く
た
め
の
処
方
箋
に
つ
い

て
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
男
女
が
共
に
、「
変
わ
れ
る

こ
と
」、「
変
わ
ら
な
い
こ
と
」
を
大
切
に

し
つ
つ
、
ぜ
ひ
、
男
子
厨
房
に
ど
ん
ど
ん

入
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
思
い
を
、
ご
講

演
の
中
か
ら
強
く
感
じ
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ 

幹
事　
渡
邊
真
弓

第
10
回
報
告
会
と
講
演
会

令
和
４
年
５
月
25
日　
国
際
文
化
会
館

第16回法人会全国女性フォーラム静岡大会　令和４年４月14日

活動
報告

～
参
加
者
通
算
４
０
０
０
名
様
達
成
～

　
２
０
２
２
年
４
月
11
日
午
前
10
時
か
ら
、
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
お
い
て
日

本
赤
十
字
社
の
献
血
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
担
当
し
て
い
る
公
益

事
業
委
員
が
会
場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
午
前
中
に
は
献
血
活
動

開
始
か
ら
参
加
者
の
通
算
４
０
０
０
人
目
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
活
動
で
は
会
員
事
業
所
の
経
営
者
や
従
業
員
に
加
え
て
、
ご
後
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
麻
布
税
務
署
か
ら
は
渡
邊
署
長
を
は
じ
め
職
員
の
皆
様
を
中

心
に
72
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
例
年
以
上
に
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
て
い

る
状
況
の
中
、
献
血
実
施
の
支
援
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
今
回
も

麻
布
法
人
会
と
し
て
微
力
な
が
ら
社
会
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
献
血
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
会
場

を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
様
に
は

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど
で
輸
血
を

必
要
と
す
る
方
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
益
事
業
委
員　
齊
藤
将
彦

公
益
事
業
委
員
会

麻布法人会
第59回献血活動

令和４年４月11日
東京ミッドタウン

町田成一氏講演会

　大会キャッチフレーズは「ふじのくに“地域で学び、文化で
つなぐ”～女性の力」静岡市のツインメッセに、32県連から
約1,400名の女性部会員が集いました。
　記念講演は、講師に島田市出身の俳優・別所哲也氏をお迎
えし「ショートフィルムのチカラ！多様性ある表現発進とメ
ディアリテラシーの創出」のテーマでトークとショートフィ
ルム４本の作品を鑑賞。
　式典では、静岡県ご出身の国税庁長官をはじめ、静岡県知
事、静岡市長らの来賓も出席して盛大に開催されました。
　そして次年度開催県である愛媛県連女連協会長よりご挨拶
と人気お笑いコンビ「和牛」が歌う愛媛県観光PR動画「疲れたら、愛媛」の曲で大会を締めくくりました。
　とても楽しい曲なので皆様にも歌って欲しいと思います。
　♪疲れた～ら、愛媛♪のフレーズは、きっと脳内リピート間違いないです！
　ぜひ動画をご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティー・クラブ　吉田眞紀子

懇親会 報告会
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こ
ん
に
ち
は
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
Ａ
Ｓ
株
式
会
社
の
小
見
山
純
一
と
申
し
ま
す
。

　
弊
社
は
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
」
×
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
」

＝
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

！！
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
２
０
１
４
年
に
創
業

い
た
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
『
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ（
メ

ク
ス
タ
ー
）』
を
西
麻
布
に
２
店
舗
、
錦
糸
町
に
１
店
舗
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
６
月
に
は
西
麻
布
に
整
体
院
『
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｔ（
ゴ
ー
ト
）』
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し

ま
し
た
。
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
元
会
長
の
前
畑
様
に
も
長
年
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
に
通
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
身
体
作
り
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
と
い
う
と
、
日
本
で
は
ラ
イ
ザ
ッ
プ
さ
ん
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
、
糖
質
制
限
指
導
を
し
て
く
れ
る
所
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
本
場
ア
メ
リ

カ
で
は
70
代
の
方
が
健
康
増
進
の
た
め
に
１
０
０
キ
ロ
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
ト
レ
ー
ナ

ー
と
行
う
、趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
を
上
手
く
な
る
た
め
に
ト
レ
ー
ナ
ー
を
付
け
る
な
ど
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
当
た
り
前
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体
の
ケ
ア
を
通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
お

客
様
の
健
康
で
豊
か
な
人
生
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
の
数
だ
け
顔
や

声
が
違
う
よ
う
に
、
姿
勢
の
癖
や
動
き
の
癖
は
違
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
癖
を
ま
ず
は

評
価
し
、
目
的
の
体
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
、
お
客
様
に
最
適
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
健
康
増
進
や
肩
こ
り
慢
性
腰
痛
の
改
善
、
姿

勢
改
善
や
趣
味
の
ゴ
ル
フ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

向
上
な
ど
様
々
な
お
悩
み
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
の
が
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｒ
の
強
み
で
す
。
お
客

様
の
様
々
な
悩
み
や
理
想
に
寄
り
添
い
、
期
待

を
こ
え
る
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ 

Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｐａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ

と
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

身
体
に
ま
つ
わ
る
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
３
年
度 

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
会

令
和
４
年
６
月
22
日
㈬　
赤
坂
ア
プ
ロ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
迎
賓
館

青
南
小
学
校
租
税
教
室

令
和
４
年
６
月
20
日　
青
南
小
学
校

　
青
南
小
学
校
に
て
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
に
よ
る

租
税
教
室
を
２
０
２
２
年
６
月
20
日
に
開
催
し
、
児

童
96
名（
３
ク
ラ
ス
）に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
数
減
少
の
た
め
、
通
常
２
時
限

で
行
う
授
業
を
１
時
限
に
と
い
う
依
頼
を
受
け
、
２

時
限
で
行
う
授
業
を
１
時
限
に
ま
と
め
、
街
づ
く
り

ゲ
ー
ム
中
心
で
新
た
に
授
業
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
人
生
ゲ
ー
ム
で
納
め
た
税
金（
ポ
イ
ン
ト
）を
使
っ

て
、
理
想
の
街
を
作
る
と
い
う
街
づ
く
り
ゲ
ー
ム
の

ワ
ー
ク
で
は
、
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
ど
ん
な

街
を
つ
く
り
た
い
か
、
ど
ん
な
公
共
施
設
を
建
て
る

か
、
ポ
イ
ン
ト
が
足
り
な
い
場
合
は
借
り
る
か
、
借

り
る
場
合
は
返
済
方
法
等
を
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
話
し
合
い
、
発
表
し
ま
し
た
。
学
校
の

授
業
で
は
政
治
経
済
を
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

今
回
は
税
務
署
、
税
理
士
会
の
方
も
見
学
さ
れ
、
児
童
の
盛
り
上
が
り
に
感
心
さ
れ
た
と
の

ご
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　
成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
子
ど
も
達
の
「
自
立
」

の
必
要
性
が
増
す
な
か
、
今

後
も
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
で

は
、
租
税
教
室
を
通
し
て
、

社
会
の
し
く
み
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

租
税
教
育
担
当
副
会
長　

　
　
　
　
　
　
　
東　
麻
未

私の仕事　LINXAS株式会社　小見山純一

六本木パーソナル
トレーニングジム

MEXTR

六本木整体院
GOAT

　
赤
坂
ア
プ
ロ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
迎
賓
館
に
て
「
令
和
３
年
度
サ

ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
63
名
と
非
常
に
多
く
の
方
に
活
動
報
告
会
へ
ご
参
加
頂
き
、

令
和
３
年
度
の
我
々
の
活
動
を
ご
報
告
で
き
、
ま
た
ご
理
解
頂

け
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
活
動
の
ご
報
告
後
に

は
、
麻
布
税
務
署
浅
井
副
署
長
、
麻
布
法
人
会
稲
葉
会
長
に
ご

講
評
頂
き
、
我
々
の
租
税
教
室
活
動
に
つ
い
て
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
称
賛
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
会
後
に
は
２
年
振
り
に
公
式
に
懇
親
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
ち
ら
も
58
名
と
多
く
の
会
員
・
Ｏ
Ｂ
の
方

に
ご
参
加
頂
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
会
員
、
新
入
会

員
候
補
の
方
も
多
数
ご
参
加
頂
き
、
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
楽
し
い
仲
間
達
を
知

っ
て
頂
き
、交
流
を
も
つ
事
が
出
来
ま
し
た
。
２
年
振
り
の
公
式
な
懇
親
会
と
い
う
事
で
、

ご
参
加
の
皆
様
に
は
楽
し
い
時
間
に
な
る
よ
う
、
余
興
と
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で
お

馴
染
み
の
「
麻
布
法
人
会
格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
」
を
行
い
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
／
第
３
の
ビ
ー

ル
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
／
水
道
水
、
高
級
ワ
イ
ン
／
テ
ー
ブ
ル
ワ
イ
ン
、
高
級
カ
ス

テ
ラ
／
普
通
の
カ
ス
テ
ラ
／
コ
ン
ビ
ニ
の
カ
ス
テ
ラ
の
４
品
目
で
、
ソ
ム
リ
エ
さ
ん
が
間

違
え
る
、
カ
ス
テ
ラ
屋
さ
ん
が
間
違
え
る
等
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ご
参
加
の
皆
様
の
笑

顔
が
印
象
的
な
と
て
も
楽
し
い
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
報
告
会
開
催
の
為
に

様
々
な
準
備
や
係
り
の
ご
協
力
を
頂
い
た
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
正
副
の
皆
様
、
総
務
委

員
会
の
皆
様
、
事
務
局
の
山
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
我
々
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
は
今
年
度
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
50
周
年
記

念
事
業
に
向
け
て
会
員
１
０
０
名
を
目
指
し
て
会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
令
和
３
年
度
は
21
名
の
新
入
会
員
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
令
和
３
年
度
末
時

点
で
は
会
員
数
78
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
今
年
度
は
す
で
に
14
名
の
新
し
い
仲

間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
本
日
現
在
で
92
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
会
員
１

０
０
名
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
総
務
委
員
長　
山
梨
泰
弘

報告会

懇親会
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　私たちは個人個人がウェブやメ
ール、SNSなどを通じて大量につ
ながり発信する時代に生きていま
す。では、つながりが増えるほど
孤独が解消されたか？結果は逆説
的でした。コロナが教えてくれた
のは、むしろ人と人との直接の対
面での交流の大切さでした。ちょ
っとした仲間や友人との食事や交
流がなくなったり、日本の観光業
が打撃を受けたり。こうした当た
り前の日常は精神的にも経済的に
も欠かせないものだったのです。
　最近はテレワークからオフィス
通勤へ回帰してきています。IT企
業の一部はテレワークを継続して
いますが、イーロンマスクは社員
へオフィスへの出社を呼び掛けま
した。いずれが正しいかはわかり
ません。ネットにおける非対面・
匿名での交流による誹謗中傷問題
も相変わらずです。でも、コロナ
を通じて、私たちが人間的な交流
や生活、仕事とは何かを考える機
会を与えられたことはラッキーで
した。こうした機会を逸すること
なく仕事や生活を進化させていき
たいですね。広報委員　弦巻充樹

　
青
山
通
り
を
渋
谷
方
面
に
進
み
、
外
苑
前
交
差
点
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
、
左
へ

入
る
道
が
在
り
ま
す
。

　
ボ
チ
ボ
チ
通
り
と
言
う
そ
う
で
す
が
、
こ
の
道
を
進
み
、
左
手
に
梅
窓
院
と
道

と
を
隔
て
る
白
い
壁
（
こ
れ
が
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
が
見

え
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
右
に
折
れ
る
小
路
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
小
路
を
辿

っ
て
い
く
と
、
突
然
大
き
な
壁
に
阻
ま
れ
、
そ
れ
以
上
進
め
な
く
な
る
の
で
す
。

　
何
じ
ゃ
こ
れ
は
！
？

　
地
図
や
航
空
写
真
で
確
認
す
る
と
、
こ
れ
が
「
東
京
都
道
四
一
八
号
北
品
川
四

谷
線
」
の
道
路
構
造
物
の
一
部
な
の
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
で
し
た
ら
、
通
称
名

の
「
外
苑
西
通
り
」
の
方
が
、
通
り
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
確
認
す
る
と
、
こ
の
小
路
、
外
苑
西
通
り
を
挟
ん
で
、
さ
ら
に
南
へ
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
す
で
に
お
察
し
の
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
外
苑
西
通
り
は
昭
和
三

十
九
年
（
一
九
六
四
年
）
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
着
工
さ
れ
た
道
路
で
、

そ
の
際
こ
の
小
路
が
分
断
さ
れ
た
形
に
な
り
ま
し
た
。

　
実
は
で
す
ね
、
以
前
麻
布
な
ぞ
な
ど
物
語
で
、
外
苑
西
通
り
の
南
側
部
分
の
小

路
に
つ
い
て
一
度
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
小
路
、
梅
窓
院
あ
た
り

を
水
源
地
と
し
て
、
南
青
山
、
西
麻
布
、
南
麻
布
を
通
り
、
天
現
寺

橋
交
差
点
で
古
川
へ
合
流
す
る
、か
っ
て
の
笄
川
の
上
に
あ
る
道
で
、

現
在
は
暗
渠
化
さ
れ
、
生
活
道
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
外
苑
西
通
り
沿
い
に
は
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
ア
ク
セ
ス
用
の
階

段
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
巨
大
壁
に
よ
り
道
は
隔
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
よ
そ
六
十
年
前
の

昭
和
の
歴
史
的
出
来
事
を
、
今
日
の
私
た
ち
に
伝
え
て
い
る
大
事
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

山本閉留巳 広報委員

　　　　　  　2022年３月〜６月

代表者
八木　香苗
松村　光範
渡邉　　順
馬場　恵夫
角　俊太郎
上野　浩志
宇佐美壽治
上原　空也
宍倉　健作
田村　恭子
成田　　篤
鈴木　真夕
親松　　聡
三田　　旭
倉持　正行
岩井　光昭
岡部登紀子
小川　永子
神保　玲太
中田　　隆
花井　勇気

業種
採用支援、管理職研修、人事制度構築支援
保険代理店業
車販売
不動産賃貸業
保険・不動産・証券
不動産コンサルティング
ベッド及びその関連用品の製造･販売
弁理士事務所
人事労務コンサルティング
ゴルフ練習場
写真館
サービス業・小売業
不動産業
行政書士業
不動産投資・不動産業
スチール、動画作成、cm.mv等
設計事務所・ホテル
小売り販売
ネイルサロン
船舶書式および一般印刷
損害保険業

連絡先TEL
03-4361-1453
03-3560-7980
03-6896-1141
03-3432-0321
050-3695-4211
03-3401-8757
03-5413-7001
03-6206-1981
03-6427-1120
044-788-1120
03-6550-9911

03-6897-8580
03-3403-5658
03-6455-5591
026-788-7951
03-5777-2055

03-3831-4181

新会員の
ご紹介

連絡先住所
港区元麻布3-10-20-101
港区赤坂2-9-11-5F
港区北青山3-3-11
港区西新橋3-23-8
港区西麻布3-2-11-3F
港区新橋2-11-10-1005
港区南青山2-10-2
港区新橋3-3-14-2F
渋谷区渋谷1-4-6-204
川崎市中原区井田三舞町10-47
港区赤坂9-7-1-18階
港区東麻布1-12-8
港区北青山3-6-23
港区南青山3-17-14-4F
港区南青山2-26-1D-2F
佐久市長土呂1783-6
港区芝公園3-6-22-1F
杉並区浜田山3-31-4-3F A
港区麻布十番3-12-1-302
台東区東上野1-28-3

耐震化のための建替え又は改修を行った住宅
（一定の要件を満たすもの）に対する固定資産
税・都市計画税を減免します（23区内）

　減免の期間と額は、以下のとおり
•建替え：新築後新たに課税される年度から３年度分につ
いて全額減免（居住部分に限る。）。ただし、減免の対象と
なる戸数は、建替え前の家屋により異なる。
•改　修：改修工事完了日の翌年度分から一定期間、居住
部分で１戸あたり120㎡の床面積相当分まで耐震減額適用
後の税額を全額減免。
　減免を受けるには申請が必要です。
　詳細は、HPまたは下記問合せ先へ。
　問合せ先：港区にある物件について
　　　　　　港都税事務所
　　　　　　03（5549）3800（代表）

自動車税種別割に係る課税免除の期間が
延長されました（ZEV導入促進税制）

　環境負荷の小さい次世代自動車の取得を税制面から支援
するため、電気自動車等を取得した場合に初回新規登録を

受けた年度及び翌年度から５年度分の自動車税種別割を免
除する措置を、５年間延長します。対象は令和８年３月31
日までに取得したものとなります。あわせて、本措置の名
称が「ZEV導入促進税制」に変更されました。
　問合せ先：東京都自動車税コールセンター 
　　　　　　03-3525-4066（平日９時～17時）

太陽光発電システムを設置した
東京ゼロエミ住宅の取得に対する
不動産取得税を減免します（23区内）

　減免の対象と額は以下のとおり
　　減免の対象：一定の要件を満たす新築の東京ゼロエミ
　　　　　　　　住宅
　　減免税額：最大で住宅に係る不動産取得税の10割
　減免を受けるには申請が必要です。また、この他にも耐
震化促進税制等、住宅を新築したときに軽減を受けられる
場合があります。
　詳細は、東京都主税局HPをご覧いただくか下記問合せ先へ。
　問合せ先：港区にある物件について
　　　　　　港都税事務所03（5549）3800（代表）

法人名
㈱HCP
ファイナンシャルアライアンス㈱
ボルボ･カー･ジャパン㈱ボルボスタジオ青山
馬場商工㈱
㈱リテラスFPパートナーズ
㈱リアブル・アセット・パートナーズ
日本ベッド製造㈱
上原・並川商標特許事務所
宍倉社会保険労務士事務所
㈲青山商会
㈲和光
㈱ベステイ
㈱プロスタイル
三田あきら行政法務事務所
㈱TRIAD
rockstar design
㈱スカンジナビアンモダン
㈱マダムズフェイヴァリット

船舶印刷㈱

主税局HP

主税局HP 環境局HP

●
口
座
振
替
に
よ
る

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　
会
費
は
そ
の
年
度
分
（
４
月
～
翌

年
３
月
、
途
中
入
会
は
月
割
り
）
を

一
括
に
て
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
よ

り
口
座
引
落
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆

様
か
ら
集
め
ま
し
た
会
費
は
、
そ
の

年
度
の
会
の
運
営
資
金
と
な
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
口

座
引
落
を
ご
選
択
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
当
年
度
分
の
振
込
用
紙
を
発

送
い
た
し
ま
す
。

●
移
転
そ
の
他
変
更
が
生
じ
た
ら

　
住
所
変
更
や
社
名
、
代
表
者
様
の

変
更
等
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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